
Bio‐Plexシステム
デモンストレーション及び説明会

医学部 共同実験室

Bio‐Plexは、マイクロプレート1ウェルから
最大100種類の生体分子を同時に検出可能
な革新的分析システムです

＜アプリケーション＞
サイトカイン・リン酸化タンパク質・血管新生、糖尿病パネル等
疾患マーカーの多項目同時測定。バイオマーカー探索、変動解析等
少量サンプルから貴重な情報が得られます。

場所：岡山大学医学部共同実験室細胞機能解析室２
（基礎医学棟１階）

日時：平成２２年１０月１５日（金）１０：００～１５：００

内容：Bio‐Plex Cytokine Assay Kitによるサイトカインの
多項目同時測定～アッセイから測定・解析まで～

・キットの使用方法
・アッセイ方法の説明
・Bio‐Plexシステムによる測定方法・解析方法

定員：10名程度（予約が必要です）

＊10月14日（13:00～）機器設置を行います。ご興味のある方は見学可能
測定に必要なサンプルやキットの相談ができます。

＊予備日として10月28日（木）を予定しています。

＊測定したいサンプルをお持ちの方は
目的のキットの購入が必要
また、今回のデモ期間中は特別価格で購入可能

サンプル・キット等のお問い合わせは下記まで
・バイオ・ラッド ラボラトリーズ 営業部 安江真人 Makoto_Yasue@bio‐rad.com
・高塚ライフサイエンス 基礎研究営業部 山下憲司 kyamashita@takatsuka.co.jp

・本件担当 共同実験室 岡本浩志 内線7472 kyo2@md.okayama‐u.ac.jp

※参加予約は、10月7日（木）までに 共同実験室 岡本まで
【所属・氏名・連絡先、使用予定の有無】をメールでお願いします。

メール kyo2@md.okayama‐u.ac.jp
折り返し、バイオラッド担当者より詳細の連絡させていただきます。

なお、今回のデモ・説明会は、先日開催の第41回共同実験室セミナーに伴うものとなります。

平成22年9月30日

～サイトカイン・疾患マーカー・リン酸化タンパク質の多項目同時測定を体感してみませんか？～
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